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Dojima Rice Exchange — The World's First Futures Market

堂島米市場と先物の原型

1730年、大阪に公認された世界初の先物取引市場。デリバティブとテクニカル分析の源流がここに

ある。
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WHAT HAPPENED

堂島米市場とは

堂島米会所は、1697年に大阪・堂島に開設された米の取引市場である。1730年、幕府によって正式

に「帳合米取引（ちょうあいまいとりひき）」が公認された。

これは、現物の米を直接やり取りせず、将来の一定期日に米を受け渡す契約を売買するものだった

。つまり、先物取引である。

シカゴ商品取引所（CBOT）が穀物の先物取引を開始したのは1848年。堂島はそれよりおよそ120年

も早い。世界で最初に組織化された先物市場として、金融史に確かな足跡を残している。

MECHANISM

帳合米取引 -- 先物取引の仕組み

堂島の米取引には2種類あった。

— 正米取引（しょうまいとりひき） -- 現物の米を実際に売買する取引。現代のスポット取引に相当する

— 帳合米取引 -- 帳簿上の差金決済による取引。現代の先物取引・デリバティブに相当する

帳合米取引では、一定の期限（通常は年3回の決済期）までに反対売買を行い、差額を精算する。現

物の米が動くことはなく、価格変動の差額だけが受け渡される。

この仕組みは、現代のデリバティブ取引と本質的に同じである。証拠金の概念も存在し、取引参加

者は一定の保証金（敷銀）を預け入れる必要があった。

現物を動かさず、価格の差額だけを決済する。この概念を江戸時代の日本人が独自に発明していた

ことは、金融史における注目すべき事実である。

WHY OSAKA

なぜ大阪で生まれたか -- 天下の台所

堂島米市場が大阪で誕生したことは偶然ではない。大阪は「天下の台所」と呼ばれ、全国の物資が

集まる流通の中心地だった。

各藩は大阪に「蔵屋敷」を構え、年貢米を保管・販売していた。全国から米が集まり、その価格が

形成される場所として、大阪は最適だった。
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— 全国の米が物理的に集まる物流拠点

— 銀貨経済による柔軟な決済インフラ

— 豊かな商人文化と高度な金融技術

— 両替商による信用供与の仕組み

堂島の米価格は全国の米の価格指標（ベンチマーク）となり、各地の取引に影響を与えた。現代の

原油先物がWTI価格を基準とするのと同じ構造が、すでに江戸時代に存在していた。

GLOBAL SIGNIFICANCE

シカゴ商品取引所より120年早い先駆性

先物取引というと、多くの人はシカゴを思い浮かべる。しかし歴史的事実として、組織化された先

物市場は日本が世界に先駆けて実現した。

堂島米会所（1730年公認）とシカゴ商品取引所（1848年設立）を比較すると、両者には共通する構

造がある。

— 農産物の価格変動リスクを管理するニーズ

— 標準化された契約条件

— 証拠金制度による信用リスクの管理

— 差金決済の仕組み

ただし、堂島の先物取引はシカゴの影響を受けたものではなく、完全に独自の発展を遂げた点が重

要である。異なる文化圏で同じ金融イノベーションが独立に生まれたことは、先物取引が人間の経

済活動における普遍的なニーズに応えるものであることを示している。

CANDLESTICK ORIGINS

ローソク足チャートの起源 -- 本間宗久

堂島米市場は、もう一つの金融イノベーションを生んだ。テクニカル分析の原型である。

出羽国（現在の山形県）の米商人・本間宗久（1724-1803）は、堂島での米相場の分析を通じて、価

格の動きを視覚的に記録する手法を開発したとされる。これが「ローソク足チャート」の起源であ

る。



投資と思考の書斎 — 金融史の書庫

4

投資Library | https://anni-memo.github.io/investment-library/

ローソク足は、一定期間の始値・終値・高値・安値を一つの図形で表現する。現在、世界中のトレ

ーダーが日常的に使うこのチャート形式は、18世紀の日本の米相場から生まれた。

本間宗久に帰属される「酒田五法」は、ローソク足のパターンに基づく相場分析の体系である。こ

れが1990年代にスティーブ・ニソンによって英語圏に紹介され、世界標準のチャート分析手法とな

った。

世界中のトレーダーが毎日目にするローソク足チャート。その起源が江戸時代の日本にあることは

、日本の金融史が世界の金融技術に与えた最も直接的な貢献である。

WHAT CHANGED

何が変わったか

米の価格が需給だけでなく「市場参加者の期待」で動くようになった。先物取引により、リスクを

移転する仕組みが制度化され、農家・藩・商人それぞれが計画的に経済活動できるようになった。

LEGACY

今に残っているもの -- デリバティブの本質

堂島米市場は1939年に閉鎖された。しかし、そこで生まれた金融の原理は現代に受け継がれている

。

— 先物取引の概念は、現代のデリバティブ市場（年間取引額は世界GDPの数倍に達する）の基盤である

— ローソク足チャートは、世界中の金融市場で標準的な分析ツールとして使われている

— 証拠金制度と差金決済の仕組みは、現代の先物・オプション取引にそのまま引き継がれている

— 価格発見機能（多数の参加者の売買によって適正価格が形成される仕組み）は、すべての取引所の根

幹である

デリバティブの本質は「リスクの移転」にある。価格変動のリスクを、それを引き受けたくない者

から、引き受けてもよい者へと移す。堂島の米商人たちは、この本質を経験的に理解し、実践して

いた。

FOR INVESTORS

投資家にとっての意味
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堂島米市場の歴史から、投資家は以下のことを学べる。

— デリバティブは「投機の道具」ではなく、本来は「リスク管理の手段」として生まれた

— 市場は情報を集約し、価格を発見する機能を持つ。この機能は300年前から変わっていない

— テクニカル分析の起源を知ることで、チャートが「何を表現しているか」をより深く理解できる

— 金融イノベーションは西洋の専売特許ではない。必要があるところに、革新は自然に生まれる

先物・オプションを使う投資家も、使わない投資家も、デリバティブが「なぜ存在するのか」を理

解しておくことには意味がある。それは、市場の構造そのものを理解することにつながるからだ。

KEY TERMS

関連用語

帳合米取引

帳簿上の差金決済による先物取引。現代のデリバティブの原型。

正米取引

現物の米を実際に売買するスポット取引。

差金決済

現物を動かさず、価格差額のみを精算する決済方法。

ローソク足

始値・終値・高値・安値を一つの図形で表すチャート形式。堂島発祥。

本間宗久

出羽国の米商人。ローソク足チャートと酒田五法の考案者とされる。

堂島米会所

1697年開設、1730年幕府公認の世界初の組織化された先物市場。

投資と思考の書斎

https://anni-memo.github.io/investment-library/

投資は自己責任です。このサイトの内容は情報提供を目的とし、投資助言ではありません。


